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あらまし：2020 年度からの小学校でのプログラミング的思考の教育，そして，中学校，高等学校では，

プログラミングに関連する教育が重視されている．筆者らは，イギリスで開発された micro:bit を利用す

ることにより，小学校から高等学校まで，一貫して情報技術や情報科学の基礎を学ぶことができると考

えている．現在，高等学校における情報科の「情報の科学」などの教材を開発し，さらには，教員研修

用テキストの作成も行っている．本稿では，開発した教材の一部を紹介する． 
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 はじめに 
2017 年 3 月に小学校・中学校，2018 年 3 月には高

等学校等の学習指導要領が告示された(1)． 

小学校では，情報活用能力の育成のための学習活

動には，『情報手段の基本的な操作の習得や，プログ

ラミング的思考，情報モラル，情報セキュリティ，

統計等に関する資質・能力等も含むものである』と

記述されている．中学校の技術・家庭科の技術分野

では，『…（省略）…「ディジタル作品の設計と制作」

に関する内容について，プログラミングを通して学

ぶ，制作するコンテンツのプログラムに対して「ネ

ットワークの利用」及び「双方向性」の規定を追加

している』と記述されている．高等学校の共通教科

では，必履修科目「情報 I」が新設され，プログラミ

ング，ネットワーク（情報セキュリティを含む）や

データベース（データ活用）の基礎等の内容が必修

化されるとともに，データサイエンス等に関する内

容が増えている． 

筆者らは，micro:bit を利用して学習すること，

micro:bit の特徴を生かしたプログラミング教育を実

施することによって，小学校から高等学校まで，情

報技術や情報科学の基礎を学ぶことができると考え

ている．そこで，まず，高等学校情報科における「情

報の科学」の教材を開発し(2)，教員研修用テキスト

作成している．本稿では，開発した教材の一部を紹

介する．なお，発表では教員研修についても言及す

る． 
 

 micro:bit の特徴 
micro:bit は，イギリス BBC が中学 1 年生対象に配

布した手のひらサイズのコンピュータである．

micro:bit のハードウエア機能としては， 
・25 個の LED（表示，センサー） 

・プログラムができるスイッチボタン（2個) 
・光，温度，加速度計などのセンサー 
・Bluetooth による無線通信 
・物理的に接続するための端子 

などがある．さらに， 
・ビジュアル言語で，簡単な操作で利用できる． 
・シミュレータがついている． 
・JavaScript に変換できる． 
などの特徴がある． 

 
 情報技術・情報科学の教材 
現在開発した教材は，表 1の通りである(2)． 
 

表 1 教材の概要 
分野 教材プログラムの内容 

micro:bit の概要 ・基本操作を学ぶプログラム 

・センサーの利用プログラム 

プログラミングの基

礎（繰り返し，分岐）

・LED 点灯，グラフ表示によるプロ

グラム 

・数あてゲームのプログラム 

プログラミングの応

用（関数，配列） 

・10 進数・2 進数への変換，数値・

文字の表現（文字コード） 

・論理回路と論理演算のプログラム 

・じゃんけんゲーム（論理設計） 

アルゴリズムとプロ

グラム（探索と整列）

・探索（逐次探索，二分探索）のプロ

グラム（数値，文字列） 

・整列（交換法，直接選択法）のプロ

グラム（数値，文字列） 

・自動販売機のプログラム 

ネットワーク，セキュ

リティ 

・通信の基本プログラム，ネットワー

ク通信のプログラム 

・暗号通信のプログラム 
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 整列（交換法） 
交換法のプログラム例(2)であるが，LED で棒グラ

フを表示する(図 2 参照)ため，データ（配列に格納

される 5つの数値）は，1桁の数値を使用している．  

 図 1 に，JavaScript プログラム（一部のみ）を示し

ている．なお，グラフを描いている個所は，同じプ

ログラムなので，関数 PLOT()とすることができる． 

図 2に整列結果を示している． 

 
図 1 整列（交換法）のプログラム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(a) 整列前     (b) 整列後 

図 2 整列結果の表示 

 

 状態遷移図と自動販売機 
50 円と 100 円を投入して，150 円の商品(飲み物)

を購入する自動販売機の例である(2)．スイッチ A を

1 回（100 円投入）押すと 2（状態 S2）と表示され，

もう 1 回押すと商品のアイコンとお釣りのアイコン

が表示される．また，スイッチ A を 1回とスイッチ

B を 1 回（50 円投入），もしくは，スイッチ B を 3

回押すと，商品のみ表示される． 

図 3 は，この自動販売機の状態遷移図，図 4 は，

商品（飲み物）が出てきたときの結果の表示とプロ

グラムの一部である． 

 
図 3 状態遷移図 

 
図 4 結果の表示とプログラム（一部） 

 

 おわりに 
micro:bit はビジュアル言語でプログラミングでき

るため小学校から利用でき，中学校の技術・家庭科

における双方向プログラミング教材も，Bluetooth の

通信を利用して作成できる．さらに，ビジュアル言

語で書いたプログラムを JavaScript にも変換できる

ことから，高等学校の情報科教育にも利用できる． 
なお，中学校から高等学校への接続という面から

は，現状の micro:bit で十分であるが，小学校でのス

クラッチの利用も考えると，micro:bit とスクラッチ

の統合環境が整ってくることで，一貫した情報教育

のプログラミング環境として，より一層利用しやす

いものとなる． 
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